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理
工
学
部
精
密
機
械
工
学
科

の
戸
井
武
司
教
授
と
音
響
シ
ス

テ
ム
研
究
室
は
、
こ
の
夏
、
世

界
的
な
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
・
ガ

ウ
デ
ィ
が
手
が
け
た
ス
ペ
イ
ン

の
文
化
遺
産
で
あ
る
「
グ
エ
ル

別
邸
」の
鐘
を
復
元
、９
月
５
日
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
引

渡
し
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、関
係
者
ら
が
完
成
を
祝
っ
た
。

　

復
元
し
た
鐘
は
サ
ク
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
で
も
知
ら
れ
、

数
々
の
世
界
的
な
建
築
物
を
残

し
て
い
る
建
築
家
ガ
ウ
デ
ィ
が
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
「
グ
エ
ル
別
邸
」

の
「
龍
の
門
」
に
取
り
付
け
た

高
さ
約
25
セ
ン
チ
の
鐘
。

　

ス
ペ
イ
ン
旅
行
中
の
精
密
機

械
工
学
科
Ｏ
Ｂ
で
富
山
県
高
岡

市
に
あ
る
株
式
会
社
小
泉
製
作

所
の
小
泉
俊
博
社
長
に
偶
然
、

鐘
復
元
の
依
頼
が
あ
り
、
戸
井

教
授
に
音
響
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
依
頼
が
持
ち
込
ま
れ
た
の

は
昨
年
の
秋
。
で
、
復
元
作
業

が
は
じ
ま
っ
た
。

　

外
形
寸
法
は
現
状
を
保
ち
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
と
い
う
地
に
ふ
さ

わ
し
い
音
を
創
る
た
め
、
研
究

室
の
修
士
１
年
、
武
田
晃
さ
ん

が
、
鐘
の
内
側
の
形
状
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
音
が
出
る
か
を

音
響
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

解
析
し
て
で
て
き
た
音
を
戸
井

教
授
と
相
談
し
、
ど
の
よ
う
な

音
が
ふ
さ
わ
し
い
か
議
論
。
あ

る
程
度
形
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
鐘
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
を
つ
く

り
、
音
を
奏
で
て
み
て
、
材
質

の
違
い
な
ど
も
含
め
た
議
論
を

重
ね
て
い
っ
た
。

　

実
際
に
は
40
か
ら
50
も
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
完

成
ま
で
に
２
〜
３
ヶ
月
を
要

し
た
。
復
元
し
た
鐘
は
、
比

較
的
高
い
澄
ん
だ
金
属
音
を

奏
で
、
鐘
の
内
側
に
はChuo 
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な
ど
の

名
前
が
刻
印
さ
れ
た
。

　

戸
井
教
授
の
研
究
室
は
、
主

に
音
響
の
研
究
を
行
っ
て
い
る

世
界
で
も
数
少
な
い
研
究
室
の

ひ
と
つ
。
今
回
の
よ
う
に
企
業

と
音
響
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

活
用
し
て
快
適
な
音
創
り
を
目

指
す
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
も

多
い
と
い
う
。

　

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

行
く
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、「
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
爽
や
か
な
空
気

に
ふ
さ
わ
し
い
高
く
澄
ん
だ
音

色
」
と
戸
井
教
授
が
い
う
復
元

さ
れ
た
鐘
を
聴
き
に
、「
グ
エ

ル
別
邸
」
の
「
龍
の
門
」
を
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

（
学
生
記
者　

橋
本
奈
緒
美
＝

大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
２

年
）

理
工
学
部
の
戸
井
武
司
教
授
が

　
「
グ
エ
ル
別
邸
」の
鐘
復
元
に
協
力

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
音
創
り

実物大の「グエル別邸」の鐘をはさん
で、戸井教授（右）と武田さん

「グエル別邸」の復元された鐘


